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近年，農学分野では有機合成農薬に替わる新た

な防除資材として，植物が潜在的に備える免疫機

構を活性化させるプラントアクティベーターが研

究されている [1]．この病害抵抗性はオゾン [2] 

や活性種を含む水滴噴霧 [3] によっても誘導さ

れる可能性が示唆されており，筆者らは活性酸素

種（ROS）や活性窒素種（RNS）を効率的に生成で

きる大気圧空気プラズマによる抵抗性誘導の実証

およびメカニズム解明を目的としている．今回は,

プラズマにより生成される化学種の組成変化が抵

抗性に関連するイネ防御関連遺伝子群の発現に及

ぼす影響について報告する． 

プラズマ照射は，2 日間水に浸してはとむね期

としたイネ種籾を，保湿状態で 100 ml ビーカーに

配置し（図 1），電極構造が異なる Plasma Jet A，

Plasma Jet Bを用いて行った．マイクロアレイを用

いてプラズマ照射イネ種籾の網羅的遺伝子発現解

析を行ったところ，防御関連遺伝子群の発現誘導

効果は Plasma Jet A の方が高いことがわかった

（図 2）．また，FT-IR を用いた活性種の測定結果

から，Plasma Jet A は気相 RNS生成量が少ないこ

とがわかった（図 3）．これらの結果は，大気圧プ

ラズマ照射による抵抗性誘導，及び ROS や RNS

の組成が防御関連遺伝子の発現変化に寄与したことを示唆している．講演では，活性種組成と発

現上昇遺伝子の種類などについて，詳細に報告する． 
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図 2. 防御関連遺伝

子の発現倍率． 

図 3. プラズマ装置に

よる化学種の比較． 

( Plasma Jet A を基準

に規格化した．) 

図 1. 実験装置図． 
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